
「行政書士のための特設講座」講義概要 

科目名 家事事件手続法実務研究 講義 2 単位 氏名  三 吉 尚 子 

講義回 日 付 講 義 概 要 
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9 月 24 日（土） 

上記期間は、 

ＡＭ10：10~ 

ＡＭ11：40 

9 月 30 日（金） 

10 月 7 日（金） 

10月 14日（金） 

10月 21日（金） 

10月 28日（金） 

11 月 4 日（金） 

11月 11日（金） 

11月 18日（金） 

11月 25日（金） 

12 月 2 日（金） 

12 月 9 日（金） 

12月 16日（金） 

1 月 6 日（金） 

1 月 13 日（金） 

上記期間は、 

ＰＭ19：05~ 

ＰＭ20：30 

 

【授業内容】 
夫婦、親子、兄弟姉妹などの間で生ずる紛争は、どこの家庭でも
起こり得る私達に身近な紛争である。その実情は多様であり、紛

争の発生態様が類似であっても、当事者によって展開は全く逆の
方向となることも少なくない。 
 講座では、受講者各自が、家事事件に関する具体的テーマ（夫
婦円満調整を求める請求、離婚請求、内縁解消、婚姻費用の請求、

認知請求、養育費の請求、子の引渡し請求、子との面接交渉請求、
その他親族紛争等）を選択し、判例、文献などを中心にどのよう

な紛争、理論が展開されているかを探り、発表する。 
 
【履修上の注意】 
親族に関する基本書を一読しておく。 
 
【教科書】 
特になし。 
 
【参考書】 
家事審判法実務講義案         司法協会 
親族法相続法講義案          司法協会 
民法（８）親族            有斐閣双書 
民法Ⅴ 親族・相続          有斐閣 S シリーズ 
判例タイムズ 1100 号 
 
【成績評価】 
最終的に各自の選択し、研究したテーマについてのレポートを提

出してもらい、評価する。 
 
【その他】 
特になし。 
 
  

2005 年度 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 


